
森林関連リンク集

国際的な森林保全対策の動向

世界の森林を守るために
私たちの選択が、いま、問われています。
「世界の森林の減少スピードは、7年間で日本の総面積分に相当します」

１９８３	 国際熱帯木材協定(ITTA)が作成された。
１９８６	 国際熱帯木材機関(ITTO)を横浜に招致。
１９９２	 地球サミット：森林原則声明を採択した。
１９９５	 モントリオール・プロセス：持続可能な森林経営を評価するための基準・指標を設定した。
１９９５～１９９７	 森林に関する政府間パネル(IPF)：IPF行動提案を採択した。
１９９７	 ITTA１９９４年協定発効：２０００年までに、国際貿易で取引される熱帯木材はすべて持続可能な
	 経営が行われている森林から生産されたものとする「２０００年目標」が盛り込まれる。
１９９７～２０００	 森林に関する政府間フォーラム(IFF)：IFF行動提案を採択した。
１９９８	 バーミンガム・サミット：Ｇ８森林行動プログラムを策定した。
２０００	 九州・沖縄サミット：「輸出及び調達に関する慣行を含め、
	 違法伐採に対処する最善の方法について検討」する旨のコミュニケを採択した。
２００１～	 森林国際フォーラム(UNFF)：IPF,IFF行動提案の実施促進を検討。
	 ２０１５年までの４つの世界的目標の達成及び持続可能な森林経営の推進のための
	 方策等を盛り込んだ「全てのタイプの森林に関する法的拘束力を有さない文書：NLBI」を
	 採択(２００７)。
２００２～	 アジアの森林パートナーシップ(AFP)：日本とインドネシアが中心となって設立し、
	 違法伐採対策、森林火災予防、荒廃地の復旧などの地域協力を推進。
２００５	 グレインーグルズ・サミット：違法伐採問題への各国の効果的対策の推進について
	 盛り込まれた「グレインーグルズ行動計画」を採択した。
	 我が国は、「日本政府の気候変動イニシアティブ」を発表し、政府によるグリーン購入の導入など
	 我が国の違法伐採対策への取組を表明した。
２００８	 北海道洞爺湖サミット：「森林減少・劣化に由来する排出の削減(REDD)」のための行動を
	 奨励し、９８年以降のＧ８の違法伐採対策への取組をとりまとめ、今後取り組むべき課題を
	 検討したＧ８森林専門家違法伐採報告書が歓迎された。
２０１１	 国連の定める「国際森林年」(International Year of Forests)。
	 国際森林年では、現在・未来の世代のため、全てのタイプの森林の持続可能な森林経営、
	 保全持続可能な開発を強化することについて、あらゆるレベルでの認識を高めるよう
	 努力をすべきことが、国連で決議された。
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